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2025 年 10 月 30 日(木) 

フェアプライスプロジェクト事務局 

約 5,700 名の方々が参加！ 

生産だけでなく製造や流通、小売段階の価格形成について学ぶ！ 

値段のない豆腐屋さん 

～みんなが納得の「フェアな値段」を考えよう～ 

イベントレポート 

 

フェアプライスプロジェクト事務局は、豆腐が店舗に並べられるまでの大豆の生産から豆腐の製

造、流通、小売までの工程を知ってもらうことで、大豆の生産だけでなく製造や流通段階の価格形成

にも目を向けて考えてもらうきっかけを提供する消費者参加型イベント「値段のない豆腐屋さん～み

んなが納得の「フェアな値段」を考えよう～」を、2025 年 10 月 9 日（木）から 10 月 12 日（日）ま

での期間で、KITTE 丸の内 1F アトリウムにて開催いたしました。 

 

「値段のない豆腐屋さん」では、豆腐の原料となる大豆の生産から豆腐を製造し小売店に並べられ

るまでの工程や、食品の供給に係る背景やコストについて知ってもらい、将来にわたって良質な豆腐

が提供され続けるためには豆腐の値段はいくらが妥当であるのか、豆腐の値段の値付け体験を通して、

考えていただきました。本イベントには 4 日間合計で約 5,700 名の方々にご参加いただきました。 

参加者からは「消費者も値段が妥当かどうか納得して食品を購入できると思った。」、「家族の味方

である食材であってほしいとは思いつつ、もう少し値段が上がってもいいのではないかと思った。」

などの多くのお声をいただきました。 
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■ タレント 菊地亜美さんが、オープニングセレモニーに登場し、「値段のない豆腐屋さん」を体験 

「日常に欠かせないものだからこそ作ってくれる方のきもちも考えてみる。」 

 

「値段のない豆腐屋さん」開店初日には、タレントで２児の母である菊地亜美さん、専門家の三輪 

泰史氏、株式会社アサヒコ 代表取締役社長 池田 未央氏に登壇頂き、開店セレモニーを開催しました。 

さらに、菊地さんに実際に豆腐の値付け体験をしていただきました。本体験を通して、消費者の手

元に届くまでのサプライチェーンにも目を向けて考えていただき、豆腐一丁の値段を発表しました。 

菊地さんは「最初に予想した 108 円だと赤字ということですね。」と話し、三輪氏は、「作る人、売

る人、買う人みんなが納得のいく価格形成は難しいが、今後も美味しい豆腐を食べるためにもみんな

が考える必要がある。」と解説し、池田氏は「豆腐は農家、メーカー、流通など多くの人が関わる千年

以上続く日本の誇る伝統食であり、未来につないでいくためにみんなができることを少しずつしてい

くべき。」と豆腐メーカーの実情をお話しました。 

菊地さんはこの体験を通して「日常に溶け込みすぎている食品だからこそ作ってくれる方のことを

考えてみることが重要。」という気づきを教えてくれました。 
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■ 農林水産省「フェアプライスプロジェクト」とは 

国際情勢の変化等の影響により、農林水産物・食品の生産・流通コストや、エネルギー価格、人件

費などが上昇し、農林水産業・食品産業は深刻な影響を受けています。そこで、農林水産省は「フェ

アプライスプロジェクト」と題し、消費者に農林水産業や食品産業の現状、今後の日本の食の未来に

ついて考え、合理的なコストを考慮した価格形成による持続的な食料供給の実現に向けた理解と共感

を深めていただくことを狙いとした広報活動を行っております。 

サイト URL： https://www.maff.go.jp/j/shokusan/fair-price-project/index.html 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/fair-price-project/index.html

